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酸 化還元酵 素作用 に及 ぼす影響
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大 島
鉱泉の触媒作用の検索 に はペンチヂン反
応,フエノ-ルフク1)ン反応,カタラーゼ作
用等が広 く用いられているが,之等の反応は
鉱泉水老化の目安にはなるが,泉水の生体に
及ぼす作用との閑に必Lも直接の因果関係を
有しない事実が知られてきた.併L鉱泉,殊
に縁替泉中に含まれている鉄,鍋,ニ ッケ
ル ,コバル ト,マンガン,亜鉛等の金萄はい
づれも著明な触媒作用を有することが明な元
素であるから,之等の元素を含む泉水が生体
の酵素,特に酸化還元系の酵素の鋤きに如何
なる影響を輿えているかを先づ試験管内で検
索し,生体の酸化還元機転に及ぼす錬泉作用
の何等かの目安となるか否かを知 らん とし
た.
実鹸材料と方法
実験に使用した緑賛泉は柵原,藤野,三石
の3でその主要成分は第 1表に掲げる如くで
ある.之等の旗泉の成分含有量は採取の時期
により相当の動揺があり,同一の鉱泉の名の
下に数ヶ所玖上の泉水を合したものも使用さ
れているから,念の為に冥験に使用した試料
に就て当研究所の芦洋が分析した成績を衛生
試験所の分析威鎧に俳記した･
佃相原舘泉は岡山県柵原鉱山の四番坑中に
湧出している温泉で,凡 そL;00Cの泉塩を有
し,殆ど無色ノウ至淡緑色で強酸性,著量の三
価の鉄と銅とを特徴としている･
生体酵素としては Thomlが (ArtLl.1eldela
良 雄
soc混 d.HydrologleetdeClim(ltOloigeme-
/
dic{1.leGdepLO･ris,80,552,1939)の方法で,研究
所の隣部落でとれる新鮮牛乳及び研究所飼育
のLEL-羊乳中の Schp.rdinger酵素･自ネズミの
肝臓の酸化還元酵素と筋肉のコ-ク酸挽水素
酵素とを使用した.コハク酸脱水素酵素は
P'ei･thoの記!rkする条件で捻杏を行った･
実 療 成 績
り ベンチヂン反応:
柵原錬泉のみ弧陽性を呈した･
2) 山羊乳及び牛乳の酸化還元酵素 :
燐酸ソーダの按簡剤でPHを7･4に調節した山
牛乳乃至牛乳･5ccと被験液Ecrとを混じSchard-
inger液 3滴を加え,Thml)erg管内でメチレ-/
青脱色に要する時間を測定した･使用した練
替泉は凡て強酸性で,そのまま使用すると混
合液中の燐酸ソ-ダの分子数がW/1･-,-M/10
程度では到底PIiを一定に保ち得ない為に,
蒸溜水で50-]00倍に稀釈した泉水を使用し
た.対.1Kiに使った三柳温泉水や水道水はほぼ
中性に近いのでそのまま使用した.恒温槽の
水う息は｡,･50C.
10LJ倍稀釈の絃馨泉を用いた冥験成績の一
晩を示すと毒矢の如くである.
桐 原 15秒
藤 野 60分(混色不完全)
石 60分 ( 〝 )
水 道 水 60分 全 く退色せず
三朝温泉水 ;! JV
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柵原鉱泉にSr加.'dingel液 のみを加えたので
は混色しないことは勿論である.
3) 肝臓の酸化還元酵素 :
前項の乳の代 りに磨辞した肝臓の4倍水浸
出液を使開LSchp.-dinger液の代射こ0･3%メ
チレン育 3滴を用い,380Cで脱色時間を測定
した.混合液のPHは714,燐酸 ソーダは1/1･5
Mの濃度になる棟に加えた･尚青酸ソーダを
0.01Nになる濃度に加えた場合も実験した.
50倍稀釈の泉水を使用した場合の成績を示す
と次の如 くである.
柵 原 45秒 榊原+胃酸 75)砂
藤 野 4分45秒 藤野+青酸 30分
三 石 6分 三石+青酸 60分(不完全)
蒸溜水 6分 水 +青酸 60分(不完全)
4) コ-ク酸脱水素酵素 :
白ネズミの大腿部の筋肉粥を使用し,筋肉
粥0.2g.PII6･8の燐酸綬簡剤 (M/5)1cc,
M/100コ-ク酸カ1)液 1cc,泉水1cc,0･5mg/
dlメチレ-/育0.2cc,'111･lnherg管で38OCに於
て実験,一例をあげると50倍稀釈泉水を使用
して.
柵 原 35分.38分 平均37分 .
藤 野 50分.55分 平均r)2･5分
蒸滑水 45分.50分 '/47･5分
結 論
酸性縁聾泉柵原過泉は試験管内で牛乳や肝
臓の酸化還元酵素の働きを著しく促進する･
柵原温泉水はコハク酸脱水素酵素の働きを
も促進する･
此の研究は文部省科学研究費によったこと
を附記する.
柵原 l藤 野 l三 石
PIi (比色)
Fe十十g′〃
Fe十十十g/～
Fe(全)g/I
Al+i-i-g/I
SO4十十g/I
HAsO41十1mg/I
Mrl mg/I
Ctl mg/∫
Zn mg/∫
Ali mg/I
Co mg//
0.8-2.,5
0.03
6.56
(17･85)
0.2-0.7
24.2
5
7
0.5
5.0
芦揮唆 分析
( )内は厚生省衛生試験所の分析による
数値を示す
STUDIFJSON VITRIOL SPRIiNCS,(7)
IN-VITRO EFFll:CT OFVIIRIOl,lVATERSON OXIDOREl)UCTASE.
BY YoshloOSHIMA.
FujinoandYarLaharaspri.ngWaterI7Wereu:･ed･ThelP･ter,isthestronger,tcopperspringilJa-
lX･n･IronioninFujinomir･eralwaterismainlyrericandirLYanaharamineralwafermairLly
errOuS.
Yp,na.harasprmgwaterpromotestheactionofoxidoreductFtSeinmilkatdlil-el･extra.Ct.Ital･L.I)
I)rOmOteStheactionofsuccinicdehydrp･｡einpLlbit-ol･atmuSCle･Andthispromotlngactionof
sprlngVFP･terisinhibitedbycymide･
Fujinoir,lesP･ctivethEm･YLl.nil.harafl.ndMitsuishiprovedtobealmostinactive.
